
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

【現状】
〇授業導入時や音読の宿題でととざんをやること
で、10や５のまとまりを捉えやすくなった。
〇具体物や半具体物の操作は、学習の理解に有効
である。
〇T2がいることで個別に声を掛けることができ、
取りこぼし児童を減らすことができた。

【課題】
〇文章問題で聞かれていることに正しい単位を付
けて答えることが難しい。また、具体物や半具体
物の操作をしながら考えることはできるが、「ち
がい」や「おおい」など言葉の違いに合わせて、
きちんと区別して動かすことが難しい。

◎学習習慣２「授業中に自分の考えを述べたり、他者の発言
を集中して聞いたりする。」
自分の考えをしっかりともった状態で問題に取り組めるよ
う、問題に取り組む時間を必ず設ける。また、時間が足りな
いときは状況に合わせて追加する。

〇具体物を使用することで、視覚的にも理解につながるよう
にする。また、実際に用意できないものはICTを活用してい
く。

第２学年

【成果】
〇自分の考えをノートに書く
ことができるようになってき
た。
〇具体物を用いた測定等、実
感を伴った授業を行うこと
で、量感覚を身に付けさせる
ことができた。

【課題】
〇計算の繰り上がりや繰り下
がりを忘れ、誤答になる児童
が２割程度いる。
〇学習の理解度に個人差があ
る。

【現状】
〇繰り上がり、繰り下がりを含む加法・減法の計
算で、８割近くの児童が正確に計算する力があ
る。
〇既習事項を活かして、図や文などで自分の考え
をノートに書くことができる。

【課題】
○文章問題では、聞かれていることに対して正し
く立式して答えることに課題が見られる児童が多
い。
〇基礎的な計算力が身に付いていない児童が２割
程度いる。

〇問題の文章を意識して読めるよう、分かっていることを□
で囲む、聞かれていることには波線を引き、正しく立式がで
きるよう視覚的に指導する。

◎加法、減法、乗法の計算力がつくように、百マス計算など

を朝学習で行い、定着を図る。（九九マスター、計算マス
ター）

〇自分の考えをもつ時間や、ペア・グループ活動でお互いの
考えを聞き合う時間を十分にとり、思考力を高められるよう
にする。

第３学年

【成果】
〇加法、減法、乗法の計算力
がつくように、九九音読や百
マス計算など継続して取り組
む時間を設定し、定着が図れ
つつある。

【課題】
〇時刻と時間の感覚を意識づ
ける必要がある。算数の時間
だけでなく、日常生活の中で
時刻や時間を意識できるよう
に指導や声掛けを行う必要が
ある。

【現状】
○習熟度別算数少人数の学習に意欲的に取り組ん
でいる様子の児童が多く見られる。
〇既習事項を活かして自分の考えをもつ時間や、
グループ・ペア活動でお互いの考えを聞き合う時
間を設けることで表現力を養うことができた。

【課題】
○計算を速く、正確にできるようにする必要があ
る児童が多く見られる。
〇日常生活の中でも、時刻と時間の感覚を意識付
ける必要がある。
〇文章問題（時刻と時間）（距離と道のり）等で
聞かれていることに対して正しく答えられない様
子の児童が見られる。

○定期的に四則演算の計算ミニテストを行う時間を設ける。
学習の定着を図るために、定期的にミライシードを活用す
る。

◎文章問題を解決するときに、自分の考えをもつ時間を確保
する。分かっている数と求める数に下線を引き着目できるよ
うにする。

◎ノートに文章、式、図を関連付けて書く習慣を付け、お互
いに視覚的に問題場面を説明し合う場面を設ける。

第4学年

【成果】
〇発言が同じ児童に偏ること
もあったが、比較的多くの児
童が発言していた。

【課題】
〇決められた課題に取り組む
ことはできるが、自分の考え
や友達の考えをノートに書い
たり、言葉に出し交流したり
する力が不足している。

【現状】
○習熟度別の少人数の授業を行ったり、タブレッ
トを用いた学習により、算数に苦手意識をもつ児
童も意欲的に取り組んでいる。

〇基本的な四則計算の定着は概ね身についている
児童が多いが、学習の定着に個人差がある。

【課題】
○計算ミスや単位忘れ、問題を理解していないな
ど、注意すれば改善できる面での誤答が多い。

〇学習の定着を図るために、eライブラリーを活用したり、単
元の終末には習熟の時間を設けたりする。

◎自分の考えをもち、ノートに書いたり、友達に伝えあった
り、学び合いの時間を設け、主体的な学習態度を養い、理解
を深められるようにする。

〇苦手な児童には、しっかりと文章を読み、線を引かせた
り、図をかかせたり、場面をイメージする力をつける。

〇知識・技能の習得だけでなく、身の回りの生活で学んだこ
とを活用できる場面を示したり、他教科の学習に生かしたり
する機会を増やす。

第5学年

【成果】
○自分の考えを書き表す習慣
を身に付けることで、立式や
図表で自分の考えを表現する
力が高まってきた。

【課題】
○算数に対して苦手意識をも
つ児童が多い。四則混合の計
算、かけ算・わり算の筆算の
仕方など、基本的な計算力の
定着が不十分である。

【現状】
〇自分の考えを書き表す習慣に加えて、自分と友
達の考えを比べて、学びを深めようとする児童が
増えている。

【課題】
○４年生までの既習内容が定着しきっておらず、
特にわり算の筆算を苦手としている児童が多い。
児童によって定着度に大きな差がある。

○文章問題から、２つの数の関係を捉えられず、
正しく立式できない児童がいる。

○習熟度別クラス分けで、一人ひとりの児童に合った学習
ペースで授業を進める。単元ごとに児童の実態、学力の低い
児童への対応策を検討する。必要に応じて既習内容（特にか
け算、わり算の筆算）の復習問題を行う。

◎家庭学習で既習内容の復習を行う。ミライシードで、正答
率の低い単元を中心に取り組めるようにすることで、よりよ
い復習の習慣を身に付ける。

第6学年

【成果】
○友達同士で互いに伝え合
い、教え合う活動でが学習理
解に効果的だった。また、学
ぶ意欲の向上にもつながって
いた。

【課題】
○友達と解法が違っていた場
合に自信がなくなってしまう
ことがあった。

【現状】
○算数という教科自体に苦手意識をもっている児
童が他教科に比べてやや多い。

○答えは導けるものの、その根拠となる言語化や
図示などはやや苦手である。

【課題】
○思考を言語化したり、図で表現したりする力を
高める必要がある。

○基本的な技能(小数のかけ算わり算・わり算の
筆算)の習熟を図る必要がある。

◎授業の中でつまずきがみられた問題について、そのままに
せず自分で調べたり考えたりと家庭学習で復習させ、理解の
補充を図る。

○様々な解法があることをおさえ、自分の考えに自信がもて
るような言葉がけを意識して指導を行う。

○「単位量」を正しく捉えさせる発問や言葉掛けを特に意識
して指導を行う。
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